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令和４年度第 3回城東区教育会議 議事要旨 

日時 令和 5年 3月 6日（月）19 時～20 時 30 分 場所 城東区役所 3階 311・312 会議室 

出席者 
教育会議委員、区内小中学校幹事校長 

城東区長、城東区副区長、子育て教育担当課長、子育て教育担当課長代理 

内    容 

報告案件 

[主な質問と区の見解] ○：委員、●：区長、オブザーバ 

 

【「第２回 城東区いじめ・不登校サミット」（令和５年１月１４日（土））について】 

○子どもがいじめの本質や構造の理解を深めるために、個人の良さや違いを認め合えるような学習

が必要不可欠であり、すごく良い取組み。今後はこういった機会を増やしたり、質を高めてほしい。

（板垣委員） 

○学校は勉強を学ぶ場であるとともに、対人関係の距離感を学ぶ場でもある。友達との距離感が分

からず、それがいじめに発展した事例もあると聞く。コミュニケーションが苦手な子どもがいることを

前提として、そういったことについて考える機会があってもよいのではないか。（下條委員） 

 

【不登校支援事業について】 

○自宅でオンライン授業を受けた場合に出席扱いとすれば、不登校に該当しないのではないか。各

学校でオンライン授業を行うことが難しいのであれば、大阪市内で誰でも参加できる教室があれば

良いのではないか。（鈴木委員） 

⇒●オンラインでの受講が出席認定されるかは学校判断。（田村代理） 

⇒●安易に不登校を理由としたオンライン授業に対して出席認定をすると、不登校を助長しかねな

い。そのため、コロナ予防や感染症での出席停止を理由としている場合はオンライン授業を実施し

ている一方で、不登校児童に対しては事前に出席認定も含めて打ち合わせを行ったうえで対応し

ている。学校に来ることを前提として、少しでも登校できるようになるよう働きかけているので、学校

の別室でのオンライン授業は出席認定している。 

オンライン授業は、日ごとに決められたクラスの授業を放送し続け、生徒からの申し出に応じて授

業を受けられるようになっている。（飯森校長） 

 

議 題 

 [主な質問と区の見解] ○：委員、●：区長、オブザーバ 

 

【学校配置の適正化について】 

○小学校の再編については、城東区では３校が対象となっているが、どの地域でも起こりうる問題。

小学校の区域ごとに地域があるため、地域の区画自体を考え直す時期にきている。より良い形の

地域に再編すると、住民からの同意が得られやすいのではないか。（下條委員） 

⇒●校区の変更は適正配置対象ではない学校も巻き込むことになるため、現実的ではない。他区の

事例を見ると、一つの校区に複数の地域活動協議会が存在する場所もあり、地域の区割りは継続

させることも可能。（大東区長） 

○小、中学校合わせた９年間の中で基礎学力を身につけることが大事であり、小中一貫校を設立で

きないか。（石川委員） 

⇒●今福小を放出小に統合した場合、放出中学校区に１小学校となり、９年間を通した小中一貫校と
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いう案もお示ししている。確かな学力を身につけてもらうための方策ついても検討し、地域の方々と

も議論してきたい。（大東区長） 

 

【学校選択制について】 

○学校選択制を利用すると、学校と地域が異なるため、防災訓練などの学校で行われる地域のイベ

ントに誘われないということがある。（鈴木委員） 

 

【令和 5年度教育委員会予算案（働き方改革等）について】 

○現在、欠席連絡等アプリはリーバーを採用している学校が多いが、大阪市が別のアプリを導入する

ことを決めた場合は移行するのか。（杉山委員） 

⇒●大阪市全体で導入するアプリについて、令和５年度「ミマモルメ」に決定した。各校で独自のアプ

リを使うことはできず、１年で業者が変更される可能性もある。年度ごとに登録すると煩雑であるた

め、運用に対して問題があることは指摘したものの、折り合いがつかなかった。（森元校長） 

○最近アプリを導入したばかりの学校は数カ月での変更となるのか。（鈴木委員） 

⇒●その通り。早期導入の希望をしている学校は３月から、それ以外の学校は４月の説明会を受け、

登録作業を終えてからの開始となる。（森元校長） 

○保護者がアプリの使用に慣れるためにも、複数年同じ事業者と契約できるようにしてほしい。（下條

委員） 

 

【城東区教育理念について】 

●教育理念はあくまで抽象概念であるため、今後具体化するための議論を進める必要がある。（大東

区長） 

○教育理念について学校協議会でも周知してほしい。（鈴木委員） 

⇒●学校協議会は、各校で議題を設定しているが、今後周知していただけるよう働きかけていく。（大

東区長） 

⇒●先日行われた区行政連絡会において、区の教育理念と各校の学校教育目標・めざす生徒像や

校訓をすり合わせていく必要があるという話になったが、それには一定の時間を要すると考えられ

る。（飯森校長） 

資料 

 

 

 

【資料１】第２回いじめ・不登校サミット（報告） 

【資料２】令和５年度不登校支援事業（非公開） 

【資料３】高等学校の中途退学の状況 

【資料４】大阪市ヤングケアラー支援に向けた PT会議（HP より）  

【資料５】城東区将来ビジョン 3.0（R5～R9）（案） 

【資料６】令和５年度運営方針（案） 

【資料７-１】学校配置の適正化について ①法的根拠 

【資料７-２】学校配置の適正化について ②城東区の状況 

【資料７-３】学校配置の適正化について ③適正化にかかる課題 

【資料８-１】学校選択制について ①基本内容 

【資料８-２】学校選択制について ②保護者アンケート結果（R2.3） 

【資料８-３】学校選択制について ③城東区の状況（R5 新入学者の校区外希望者数） 

【資料９】令和５年度予算案（HP より） 

【資料１０】自転車マナーアップのとりくみ 

【資料１１】城東区教育理念（HP より） 
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